
四九

明
治
維
新
で
近
代
化
・
西
洋
化
を
は
た
し
た
日
本
は
、
明
治
末
に
、
天
皇
イ

メ
ー
ジ
を
制
度
化
す
る
た
め
、
様
々
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
っ
た
。
日

露
戦
争
（
卅
七
・
八
年
戦
役
）
後
の
大
演
習
、
靖
国
神
社
と
伊
勢
神
宮
の
定
位
、

今
上
帝
（
明
治
天
皇
）
と
東
宮
（
大
正
天
皇
）
の
肖
像
の
流
布
な
ど
が
、
そ
れ

で
あ
る
。

以
下
で
は
、
山
田
俊
幸
氏
所
蔵
の
絵
葉
書
か
ら
、
日
露
戦
争
後
の
国
家
イ
マ

ジ
ュ
リ
ー
形
成
の
一
端
を
う
か
が
う
。

○
ミ
カ
ド
の
肖
像
と
軍
国
化
―
陸
軍
大
演
習

N
o.0001

は
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
十
一
月
に
福
岡
県
久
留
米
で
行
わ

れ
た
陸
軍
大
演
習
。
緞
帳
風
の
地
柄
に
行
在
所
と
な
っ
た
福
岡
県
立
明
善
校
の

写
真
を
配
す
る
。
切
手
は
紫
の
一
銭
五
厘
。

N
o.0002

は
水
戸
―
宇
都
宮
間
の
地
図
絵
葉
書
で
エ
ン
ボ
ス
処
理
。
明
治
四
十

年
十
一
月
十
九
日
陸
軍
特
別
大
演
習
記
念
の
茨
城
県
印
と
下
館
局
印
が
あ
る
。

新
式
の
三
八
式
野
砲
の
能
力
が
実
証
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
と
き
の
こ
と
か
。

N
o.0003

は
、
明
治
四
三
年
十
一
月
十
七
日
陸
軍
特
別
大
演
習
記
念
印
が
あ
る
。

鶴
と
金
色
の
稲
穂
を
あ
し
ら
っ
た
中
に
岡
山
城
天
守
閣
と
岡
山
公
園
中
ノ
島
の

写
真
が
配
さ
れ
て
い
る
。
小
豆
色
一
銭
五
厘
切
手
。

N
o.0004

は
同
じ
く
明
治
四
三
年
陸
軍
特
別
大
演
習
記
念
印
が
あ
り
、
統
監
部

と
行
在
所
の
写
真
。
小
豆
色
一
銭
五
厘
切
手
。

N
o.0005

も
同
じ
。
記
念
印
及
び
小
豆
色
一
銭
五
厘
切
手
。
兜
と
弓
矢
の
絵
を

背
景
に
演
習
実
況
写
真
、
東
軍
司
令
官
西
大
将
と
西
軍
司
令
官
大
将
貞
愛
親
王

の
写
真
が
配
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
彩
色
。
伏
見
宮
貞
愛
親
王
は
伏
見
宮
邦

家
親
王
第
十
四
王
子
。
明
治
三
七
年
陸
軍
大
将
で
大
本
営
付
。
翌
年
に
は
軍
事

参
議
官
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
三
年
に
は
元
帥
。

絵葉書にみる明治イマジュリィの形成と国粋主義の時代へ（1906～18）

絵
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五〇

No.0001

No.0002

No.0005

No.0004

No.0003

陸 軍 大 演 習  



五一

○
ミ
カ
ド
の
肖
像
と
軍
国
化
―
靖
国
神
社

東
京
都
千
代
田
区
に
あ
る
靖
国
神
社
は
、
近
代
以
降
の
日
本
が
関
係
し
た
国

内
外
の
事
変
・
戦
争
に
お
い
て
、
朝
廷
側
及
び
日
本
政
府
側
で
戦
役
に
付
し
、

戦
没
し
た
軍
人
・
軍
属
等
を
、
顕
彰
・
崇
敬
等
の
目
的
で
祭
神
と
し
て
祀
る
神

社
で
あ
る
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
戊
辰
戦
争
で
の
朝
廷
方
戦
死
者
を
慰

霊
す
る
た
め
、
東
京
招
魂
社
と
し
て
創
建
さ
れ
た
。
一
八
七
九
年
に
「
靖
国
神

社
」
に
改
称
。
同
時
に
別
格
官
幣
社
と
な
っ
た
。
戦
前
に
お
い
て
は
神
社
行
政

を
総
括
し
た
内
務
省
で
は
な
く
、
陸
軍
省
お
よ
び
海
軍
省
に
よ
っ
て
共
同
管
理

さ
れ
る
特
殊
な
存
在
で
あ
り
、
国
家
神
道
の
象
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

N
o.0006

は
明
治
四
二
年
五
月
一
日
の
靖
国
神
社
臨
時
祭
。
東
京
日
本
橋
区
数

寄
屋
と
も
ゑ
商
会
の
記
念
印
あ
り
。
大
村
益
次
郎
像
の
エ
ン
ボ
ス
仕
上
げ
。

N
o.0007

は
旭
日
と
海
軍
の
シ
ン
ボ
ル
化
し
た
錨
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。
菊
の

御
紋
の
記
念
印
あ
り
。
左
下
に
「
明
治
四
十
二
年
五
月
臨
時
祭
委
員
」
と
あ
り
、

「（
非
売
品
）」
と
み
え
る
。
日
の
出
を
背
景
に
右
に
神
殿
の
写
真
が
配
さ
れ
る
。

左
に
は
明
治
七
年
一
月
二
十
七
日
の
御
製
和
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

○
ミ
カ
ド
の
肖
像
と
軍
国
化
―
伊
勢
神
宮

N
o.0008

は
、
明
治
四
四
年
十
月
の
「
伊
勢
神
宮
遷
宮
記
念
」
で
、
内
宮
正
殿

と
徴
古
館
。N

o.0009

は
、「
伊
勢
神
宮
遷
宮
記
念
」
で
、
伊
勢
神
宮
祭
主
賀
陽

宮
殿
下
の
写
真
。

賀
陽
宮
は
、
明
治
中
期
に
久
邇
宮
朝
彦
親
王
の
第
二
王
子
邦
憲
王
が
、
父
宮

が
か
つ
て
称
し
て
い
た
宮
号
を
受
け
継
い
で
、
新
し
く
創
設
し
た
宮
家
で
あ
る
。

明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
年
）
結
婚
に
あ
た
り
新
た
な
宮
家
設
立
を
明
治
天
皇

に
請
願
し
勅
許
を
得
、
賀
陽
宮
を
称
し
た
。
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
年
）
に

伊
勢
神
宮
祭
主
に
就
任
。
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
年
）、
四
二
歳
で
薨
去
。
前

面
に
賀
陽
宮
を
描
い
た
と
こ
ろ
に
強
く
皇
室
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。N

o.0010

も

同
じ
く
、
内
宮
御
正
殿
と
内
宮
献
納
白
石
賽
曵
車
。
伊
勢
神
宮
の
お
札
を
背
景

中
央
に
描
い
て
イ
メ
ー
ジ
を
強
調
し
て
い
る
。

N
o.0011

は
、
薄
茶
色
の
額
縁
様
に
「
内
宮
神
苑
一
の
鳥
居
」
の
写
真
、
左
に

「
御
造
営
（
五
十
鈴
川
）
御
木
曵
」
の
写
真
を
配
す
る
。
左
下
隅
に
丸
囲
い
で

「
御
山
杉
」
と
あ
る
。N

o.0012

は
、
伊
勢
神
宮
内
宮
御
正
殿
を
エ
ン
ボ
ス
仕
上

げ
。「
忝
も
天
覧
を
賜
う
」
朱
印
あ
り
。「T

h
e
m
ost
h
oly
p
lace

G
eg
u
,
Ise

Jin
g
u
.

」
の
英
文
表
記
が
あ
る
。N

o.0013

も
同
じ
絵
葉
書
の
外
宮
。「T

h
e

m
ost
h
oly
p
lace

N
aig
u
,
Ise
Jin
g
u
.

」
の
英
文
表
記
が
あ
る
。N

o.0014

は

「
神
宮
式
年
御
遷
宮
記
念
」。
右
に
皇
大
神
宮
、
左
に
豊
受
大
神
宮
の
絵
を
配
す

る
。

絵葉書にみる明治イマジュリィの形成と国粋主義の時代へ（1906～18）
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五二

No.0006

No.0007

No.0008

No.0009

No.0013

No.0010

No.0011

No.0012

No.0014

靖 国 神 社 ・ 伊 勢 神 宮  



五三

○
ミ
カ
ド
の
肖
像
と
軍
国
化
―
皇
太
子
巡
啓

N
o.0015

は
「
国
母
陛
下
御
還
暦
記
念
」。
大
正
天
皇
の
母
昭
憲
皇
太
后
は
従

一
位
左
大
臣
一
条
忠
香
の
三
女
美
子
（
は
る
こ
）
で
あ
る
。
お
印
の
藤
を
背
景

に
、
一
條
家
と
皇
居
二
重
橋
の
写
真
が
配
さ
れ
る
。
左
下
に
一
條
家
の
家
紋
下

が
り
藤
が
あ
る
。N

o.0016

は
「
修
徳
小
学
校
御
臨
幸
三
十
年
記
念
」
で
、
明
治

四
十
年
十
一
月
修
徳
同
窓
会
と
み
え
る
。
絵
は
明
治
天
皇
が
下
京
第
十
八
組
下

京
修
徳
小
学
校
門
を
騎
馬
で
出
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
。

N
o.0017

は
薄
茶
色
の
一
銭
五
厘
切
手
に
明
治
四
十
年
六
月
「
皇
太
子
殿
下
山

陰
道
行
啓
記
念
」
の
浜
田
局
の
記
念
印
が
あ
り
、
旭
日
旗
と
碇
の
デ
ザ
イ
ン
を

背
景
に
、
東
郷
大
将
と
戦
利
艦
ア
リ
ヨ
ー
ル
（
現
名
石
見
）
の
写
真
が
配
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
と
き
初
め
て
「
御
写
真
」
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
東
郷
平
八
郎

は
、
こ
の
と
き
海
軍
大
将
で
軍
令
部
長
と
し
て
随
行
し
た
。

N
o.0018

は
、「
明
治
四
十
年
十
一
月
皇
太
子
殿
下
大
分
県
行
問
記
念
」
の
印

あ
り
。
赤
地
に
菊
の
御
紋
を
中
央
に
配
し
、
城
の
櫓
と
松
の
木
立
の
海
岸
の
写

真
が
配
さ
れ
て
い
る
。N

o.0019

は
明
治
天
皇
の
騎
乗
の
姿
で
、
下
に
「
先
帝
陛

下
（
明
治
天
皇
）
御
愛
馬
金
華
山
に
召
さ
れ
た
る
御
英
姿
」
と
赤
字
で
説
明
が

あ
る
。

N
o.0020

は
、
明
治
四
一
年
九
月
の
記
念
印
が
あ
る
。
皇
太
子
（
大
正
天
皇
）

御
巡
啓
記
念
。
金
色
の
鳳
凰
に
縁
取
ら
れ
た
中
に
皇
太
子
の
大
礼
服
姿
の
写
真

を
配
す
る
。
東
北
六
県
へ
の
巡
啓
は
、
地
方
改
良
運
動
（
日
露
戦
争
後
の
農
村

疲
弊
の
た
め
、
自
助
努
力
に
よ
る
町
村
統
合
強
化
と
振
興
を
目
指
し
た
）
の
一

環
で
も
あ
っ
た
。
訪
問
に
前
後
し
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

巡
啓
を
記
憶
に
留
め
る
た
め
、「
御
写
真
」
下
賜
と
絵
葉
書
が
発
売
さ
れ
た
。

N
o.0021

は
、「
明
治
四
四
年
皇
太
子
北
海
道
行
啓
記
念
」
印
が
あ
る
。
赤
地

に
金
色
の
菊
の
御
紋
を
上
部
に
松
の
絵
柄
を
背
景
に
羊
蹄
山
を
描
く
。
山
陰
、

韓
国
行
啓
に
次
ぐ
公
式
行
啓
で
、
天
皇
名
代
と
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、
当
時

「
旧
土
人
」
と
呼
ば
れ
た
ア
イ
ヌ
が
奉
迎
に
強
制
的
に
多
数
動
員
さ
れ
、
皇
太
子

と
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
和
人
」
と
同
じ
「
臣
民
」
と
し
て
の
自
覚
を
促
さ

れ
た
と
い
わ
れ
る
（
以
上
、
原
武
史
『
大
正
天
皇
』）。

当
時
、
活
発
元
気
だ
っ
た
皇
太
子
の
巡
啓
は
、
軍
事
演
習
や
地
方
改
良
な
ど

の
目
的
を
有
し
な
が
ら
、
見
え
る
皇
太
子
・
次
期
天
皇
の
イ
メ
ー
ジ
作
り
に
重

要
な
働
き
を
し
た
。
絵
葉
書
は
そ
の
一
端
を
担
っ
た
新
し
い
メ
デ
イ
ア
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

絵葉書にみる明治イマジュリィの形成と国粋主義の時代へ（1906～18）



絵葉書にみる明治イマジュリィの形成と国粋主義の時代へ（1906～18）

五四

No.0015

No.0016

No.0017

No.0018

No.0019

No.0020

No.0021

ミ カ ド の 肖 像  



五五

○
ミ
カ
ド
の
肖
像
と
軍
国
化
―
御
大
典

大
正
天
皇
は
一
九
一
五
年
十
一
月
十
日
、
京
都
御
所
で
皇
祖
に
神
器
・
皇
位

の
継
承
を
告
げ
る
大
礼
を
挙
行
し
た
。
大
正
天
皇
は
明
治
天
皇
の
第
三
皇
子
で
、

時
に
三
六
歳
。
皇
后
は
節
子
、
三
一
歳
で
あ
っ
た
。
翌
年
よ
り
体
調
を
崩
し
て

政
務
が
滞
り
が
ち
に
な
り
、
国
会
開
催
に
は
開
催
詔
書
を
丸
め
て
遠
眼
鏡
を
ま

ね
た
、
な
ど
精
神
障
害
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
風
聞
が
密
か
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

し
か
し
、
近
年
、
原
武
史
氏
が
否
定
し
て
い
る
。

庶
民
は
、
日
露
戦
争
後
の
閉
塞
感
か
ら
、
新
し
い
時
代
へ
の
期
待
を
抱
き
、

大
正
天
皇
即
位
を
歓
迎
し
た
。
東
京
市
で
は
、
各
所
に
作
ら
れ
た
奉
祝
門
を
、

花
電
車
が
く
ぐ
り
抜
け
た
。

花
電
車
は
奉
祝
・
記
念
の
た
め
に
美
し
く
飾
っ
て
運
転
す
る
電
車
の
こ
と
で
、

電
動
か
ら
く
り
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
当
時
の
人
々
の
人
気
を
呼
ん
だ
。
日

本
最
初
の
花
電
車
は
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
九
月
二
日
、
日
露
戦
争
の
遼

陽
一
部
占
領
記
念
の
た
め
に
走
っ
た
の
が
最
初
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
以
後
、
博

覧
会
・
戦
勝
記
念
・
皇
族
の
記
念
日
な
ど
に
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。

大
正
期
の
東
京
市
で
は
、
大
正
天
皇
御
大
典
の
ほ
か
、
大
正
博
覧
会
デ
ー
祝

賀
（
大
正
三
年
）、
立
太
子
礼
奉
祝
（
大
正
五
年
）、
三
大
祝
典
記
念
（
大
正
八

年
）、
東
宮
殿
下
御
成
婚
奉
祝
（
大
正
十
三
年
）
な
ど
に
走
り
、
大
阪
市
で
も
立

太
子
礼
奉
祝
や
東
宮
殿
下
御
成
婚
奉
祝
、
京
都
市
で
は
大
正
天
皇
御
大
典
の
お

り
な
ど
に
走
っ
た
。

N
o
.0
0
2
2

は
参
謀
本
部
前
の
有
栖
川
宮
殿
下
銅
像
。
下
に
「T

h
e

H
ead
q
u
arter

S
taff

(B
ron
ze
S
tatu
e
of
P
rin
ce
A
risu
g
aw
a)

」
と
あ
る
。

熾
仁
（
た
る
ひ
と
）
親
王
は
、
和
宮
の
婚
約
者
で
あ
っ
た
が
、
朝
幕
融
和
政
策

の
た
め
離
別
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
戊
辰
戦
争
で
は
東
征
大
総
督
、
維
新

後
は
皇
族
の
重
鎮
と
し
て
天
皇
を
補
佐
し
、
そ
の
名
代
と
し
て
活
躍
し
た
。
参

謀
本
部
の
改
革
に
つ
く
し
、
日
清
戦
争
に
は
総
参
謀
長
と
し
て
天
皇
を
補
佐
し

た
。
六
一
歳
国
葬
を
も
っ
て
葬
ら
れ
た
。

N
o.0023

は
、「
京
都
市
立
染
織
学
校

京
都
市
電
図
」
で
あ
る
。
京
都
市
立
染

織
学
校
は
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
九
月
創
立
の
京
都
染
工
講
習
所
を
母

体
と
し
て
二
七
年
十
月
設
立
さ
れ
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
四
月
に
京
都
市

立
工
業
学
校
と
改
称
し
て
い
る
。
現
在
の
京
都
市
立
洛
陽
工
業
高
等
学
校
。

N
o.0024

以
下
は
花
電
車
。
万
歳
太
平
楽
。N

o.0025

は
奉
祝
門
。N

o.0026

は

菊
花
車
。N

o.0027

は
文
武
官
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
彩
色
写
真
絵
葉
書
。
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五六

No.0022

No.0023

No.0024

No.0025

No.0026

No.0027

御 大 典  



五七

○
ミ
カ
ド
の
肖
像
と
軍
国
化
―
貴
族
院

N
o.0028

は
正
門
、
全
景
。N

o.0029

は
玉
座
正
面
。N

o.0030

は
玉
座
側
面
。

N
o.0031

は
議
長
席
並
び
に
演
壇
、
議
席
・
傍
聴
席
で
、「
貴
族
院
議
員
一
同
は

熱
き
同
情
を
以
て
傷
病
諸
士
に
対
し
慰
問
の
誠
意
を
表
す
」
と
あ
る
。
こ
の
絵

葉
書
の
目
的
が
示
さ
れ
て
い
る
。N

o.0032

は
階
上
御
便
殿
。

○
博
覧
会
の
隆
盛
―
東
京
勧
業
博
覧
会

博
覧
会
は
、
内
外
に
国
威
を
示
す
場
で
あ
っ
た
。
物
品
流
通
の
経
済
的
活

性
の
た
め
の
場
で
も
あ
っ
た
。
博
覧
会
に
よ
る
、
こ
の
文
化
交
流
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
日
露
戦
争
で
冷
え
切
っ
た
が
、
バ
ブ
ル
経
済
以
後
の
社
会
に
、
新
し
い
希

望
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

東
京
府
勧
業
博
覧
会
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
三
月
二
十
日
〜
六
月

二
十
日
の
間
、
東
京
上
野
公
園
に
お
い
て
開
設
さ
れ
た
。
会
場
は
上
野
公
園
の

中
央
即
ち
博
物
館
前
旧
五
号
館
跡
一
帯
の
平
地
お
よ
び
竹
の
台
、
四
軒
寺
跡
三

万
七
千
坪
を
第
一
会
場
と
し
、
旧
馬
見
所
跡
の
全
部
お
よ
び
不
忍
池
周
囲
の
北

半
部
一
万
二
千
坪
を
第
二
会
場
と
し
、
博
物
館
横
図
書
館
前
の
平
地
二
千
二
百

坪
を
第
三
会
場
と
し
た
。
第
一
会
場
は
一
号
館
よ
り
五
号
館
、
美
術
館
、
蔬
菜

館
、
赤
十
字
社
出
品
館
、
第
二
会
場
は
外
国
製
品
館
、
機
械
館
、
台
湾
館
、
発

動
機
室
、
三
菱
館
、
瓦
斯
会
社
出
品
館
、
鈴
木
鉄
工
所
出
品
館
、
田
中
商
会
出

品
館
、
水
族
館
。
第
三
会
場
は
体
育
館
で
あ
っ
た
。
午
前
七
時
各
館
開
扉
、
午

前
八
時
各
門
開
扉
、
午
後
六
時
居
館
閉
鎖
、
午
後
七
時
居
門
閉
鎖
。
初
日
の
入

場
者
は
総
計
一
万
一
九
四
人
。
平
日
は
大
人
十
銭
、
子
供
五
銭
、
日
曜
日
及
び

大
祭
日
は
大
人
十
五
銭
、
子
供
七
銭
、
一
枚
の
観
覧
券
を
第
一
、
第
二
、
第
三

の
各
会
場
と
三
組
に
わ
け
た
。
当
時
の
新
聞
に
は
初
日
を
描
写
し
て
、「
一
天
拭

ふ
が
如
き
日
本
晴
の
好
天
気
な
り
し
か
ば
、（
中
略
）
九
時
頃
に
至
り
た
れ
ば
、

左
し
も
広
き
を
誇
り
し
第
一
号
中
庭
は
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
、
ス
ル
ク
ハ
ッ
ト
を

以
て
埋
め
ら
れ
、
殆
ん
ど
立
錐
の
余
地
な
き
光
景
を
呈
し
た
り
」
と
し
て
い
る

（『
明
治
ニ
ュ
ー
ス
事
典
』
Ⅶ
、
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
一
九
八
六
年
）。

こ
の
博
覧
会
の
状
景
は
、
こ
の
年
六
月
か
ら
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
漱
石

の
小
説
「
虞
美
人
草
」
中
に
巧
み
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
。

N
o.0033

は
ク
リ
ー
ム
色
地
に
天
女
の
図
柄
。
装
飾
橋
の
写
真
。「
東
京
勧
業

博
覧
会
」
の
記
念
印
が
あ
る
。N

o.0034

は
蝶
々
型
に
社
殿
の
写
真
。
同
じ
く

「
東
京
勧
業
博
覧
会
」
の
記
念
印
。N

o.0035

は
、
外
国
館
の
水
彩
風
景
画
。

N
o.0036

は
、
第
一
号
館
の
水
彩
風
景
画
。
い
ず
れ
も
明
治
四
十
年
三
月
二
十
日

開
場
」
と
あ
る
。

N
o.0037

は
不
忍
池
畔
の
外
国
館
。N

o.0038

不
忍
池
と
万
国
旗
を
背
景
に
し

た
外
国
館
夜
景
の
絵
。N

o.0039

は
中
央
に
東
京
勧
業
博
覧
会
協
会
会
長
男
爵
千

家
尊
福
。
左
に
副
会
長
尾
崎
行
雄
。
右
に
審
査
総
長
男
爵
曽
根
荒
助
の
写
真
を

配
す
る
。
千
家
尊
福
は
第
八
十
代
出
雲
国
造
、
宮
司
。
貴
族
院
議
員
。
東
京
府

知
事
等
を
歴
任
し
、
明
治
四
一
年
司
法
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
る
な
ど
し
た
。
尾
崎

行
雄
は
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
総
選
挙
ま
で
連
続
二
五
回
当
選
し
た
「
憲

政
の
神
様
」。
明
治
三
六
年
よ
り
四
五
年
ま
で
東
京
市
長
。
曽
根
荒
助
は
司
法
大
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五八

No.0028

No.0029

No.0032

No.0031

No.0030

貴 族 院  



五九

臣
ほ
か
種
々
の
大
臣
を
歴
任
。
日
露
戦
争
で
は
大
蔵
大
臣
と
し
て
戦
費
調
達
に

あ
た
っ
た
。
枢
密
顧
問
官
、
韓
国
副
統
監
、
統
監
な
ど
を
歴
任
し
た
。N

o.0040
は
赤
地
に
第
一
号
館
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。

○
博
覧
会
の
隆
盛
―
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
記
念

博
覧
会
の
歴
史
と
も
言
え
る
の
が
江
戸
時
代
後
期
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
物
産

会
。
本
草
会
、
博
物
会
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
動
植
物
や
鉱
物
を
中
心
に
展

示
す
る
も
の
で
、
薬
草
な
ど
を
研
究
し
て
い
た
本
草
学
者
が
主
催
し
て
い
た
。

当
時
、
名
古
屋
の
本
草
学
者
は
日
本
の
最
高
水
準
に
あ
っ
た
と
い
う
。

「
博
覧
会
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
に
な
っ
て
か

ら
で
あ
る
。
明
治
四
年
十
月
十
日
〜
十
一
月
十
一
日
、
京
都
・
西
本
願
寺
で
開

か
れ
た
「
京
都
博
覧
会
」
が
日
本
最
初
の
博
覧
会
で
、「
和
漢
古
噐
を
陳
列
」
し

た
。
次
い
で
十
月
二
十
日
よ
り
両
国
万
八
楼
に
お
い
て
、
動
植
金
石
な
ど
古
今

中
外
の
物
品
が
展
覧
さ
れ
た
。
同
年
十
一
月
に
は
十
一
日
か
ら
五
日
間
、
名
古

屋
大
須
の
総
見
寺
で
「
名
古
屋
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
古
代
の
珍
物
天
造

の
商
品
中
外
新
製
の
諸
噐
機
そ
の
他
禽
獣
草
木
虫
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。
四
年

後
の
明
治
七
年
に
も
、
東
別
院
で
名
古
屋
博
覧
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
こ
の
時

に
は
、
東
京
の
博
覧
会
で
出
品
さ
れ
た
名
古
屋
城
の
金
鯱
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
の
博
覧
会
は
ま
だ
江
戸
時
代
の
物
産
会
の
面
影
を
残
し
て
は
い
た
も

の
の
、
文
明
化
を
象
徴
す
る
催
し
で
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
博
覧
会
は
勧
業
博
覧
会
、
共
進
会
と
い
う
名
称
で
、
産
業
振
興
を

目
的
に
開
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。

第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
は
、
明
治
四
三
年
三
月
十
六
日
〜
同
年
六
月

十
三
日
、
名
古
屋
開
府
三
百
年
を
記
念
し
て
愛
知
県
主
催
で
名
古
屋
市
鶴
舞
公

園
で
行
わ
れ
た
。「
関
西
府
県
連
合
共
進
会
」
は
明
治
十
六
年
に
大
阪
府
で
開
催

さ
れ
て
以
来
、
関
西
各
県
が
持
ち
回
り
で
数
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
き
た
。
第

一
〇
回
に
は
三
府
二
八
県
が
参
加
、
約
十
三
万
点
が
出
品
さ
れ
、
入
場
者
数
は

当
時
の
名
古
屋
の
人
口
が
約
四
〇
万
人
に
対
し
て
約
二
六
〇
万
人
に
達
し
、
関

西
府
県
連
合
共
進
会
最
大
規
模
と
な
っ
た
。
各
県
か
ら
の
出
品
物
は
産
業
別
に
、

更
に
県
ご
と
に
区
分
け
さ
れ
て
展
示
さ
れ
た
。

鶴
舞
公
園
の
造
成
や
、
埋
め
立
て
土
砂
の
為
掘
削
さ
れ
た
精
進
川
（
現
在
の

新
堀
川
）
な
ど
名
古
屋
の
街
作
り
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

N
o.0041

は
製
糸
館
。
蚕
を
エ
ン
ボ
ス
加
工
で
あ
し
ら
う
。

N
o.0042

は
正
門
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。N

o.0043

は
胡
蝶
池
よ
り
林
業
館
を

望
む
。N

o.0044

は
特
許
館
。N

o.0045

は
右
に
噴
水
塔
。
左
に
本
館
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
。N

o.0046

は
右
に
音
楽
堂
。
左
に
場
内
中
ノ
島
庭
園
。N

o.0047

は
、

（
名
古
屋
開
催
）
第
十
回
府
県
連
合
共
進
会
の
正
門
。

N
o.0048

は
右
に
消
失

前
の
名
古
屋
城
。
左
は
台
湾
館
。

N
o.0049

は
待
賓
館
。
金
閣
寺
風
の
造
り
。

い
ず
れ
も
エ
ン
ボ
ス
加
工
を
あ
し
ら
う
。

N
o.0050

は
前
面
の
一
部
。
開
催
前
の
写
真
な
の
か
、
水
た
ま
り
の
路
面
が
見

て
取
れ
る
。N

o.0051

は
正
門
。
建
築
途
中
の
写
真
か
、
門
右
に
足
場
が
み
え
る
。

N
o.0052

は
特
許
館
。N

o.0053

は
前
面
。N

o.0054

は
機
械
館
。
い
ず
れ
も
写
真
。

そ
の
他
、N

o.0055

は
第
九
回
会
場
正
面
の
イ
ラ
ス
ト
。
左
上
に
一
九
〇
七
年
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No.0034
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No.0036

No.0035

東 京 勧 業 博 覧 会  



六一

の
記
念
印
。N

o.0056

に
は
外
宮
正
殿
と
内
宮
神
苑
の
写
真
。
右
上
に
第
九
回
共

進
会
一
九
〇
七
年
の
記
念
印
。

○
博
覧
会
の
隆
盛
―
そ
の
他
の
博
覧
会

N
o.0057

は
「
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
三
月
東
京
大
正
博
覧
会
」
の
記
念
印

あ
り
。
第
一
会
場
、
美
人
島
旅
行
館
の
写
真
。

N
o.0058

は
「
明
治
四
三
年
前
橋
共
進
会
」
記
念
印
あ
り
。
群
馬
妙
義
山
の
絵

柄
。
小
豆
色
の
一
円
五
厘
切
手
。

前
橋
共
進
会
は
明
治
四
三
年
九
月
十
七
日
か
ら
二
ヵ
月
間
に
わ
た
っ
て
前
橋

市
で
関
東
甲
信
越
・
東
北
地
区
に
よ
る
一
府
十
四
県
連
合
共
進
会
。
共
進
会
は

開
催
府
県
に
と
っ
て
は
全
国
に
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
好
機
と
な
る
の
で
、
誘
致
合

戦
が
激
し
く
、
群
馬
県
で
の
開
催
は
十
三
回
目
に
あ
た
っ
た
。
主
会
場
は
い
ま

の
県
民
会
館
の
敷
地
が
あ
て
ら
れ
、
前
橋
公
園
内
に
は
貴
賓
館
（
臨
江
閣
別
館
）

が
建
設
さ
れ
た
。
共
進
会
は
電
気
文
明
の
祭
典
で
も
あ
り
、
会
場
は
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
が
輝
い
た
ほ
か
、
前
橋
ー
渋
川
ー
伊
香
保
間
の
馬
車
鉄
道
が
軌
道
電

車
と
な
っ
た
。
桂
太
郎
首
相
・
皇
族
は
じ
め
来
場
者
は
九
四
万
人
余
に
達
し
た
。

N
o.0059

は
第
五
回
内
国
博
覧
会
記
念
。
株
式
会
社
村
井
兄
弟
商
会
売
店
高
塔
。

左
上
に
は
「
喫
煙
所
十
二
ケ
所
ノ
内
」
と
記
す
喫
煙
所
風
景
を
描
く
。
明
治
三

六
年
、
大
阪
の
天
王
寺
会
場
を
中
心
に
開
催
さ
れ
た
「
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧

会
」、
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
諸
国
の
出
展
品
も
並
ん
だ
、
事
実
上
、
日

本
で
初
め
て
の
万
国
博
覧
会
で
あ
っ
た
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
施
さ
れ
た
西

洋
風
建
築
物
、
自
動
車
や
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
珍
し
い
展
示
物
、
ま
た
メ

リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
と
い
っ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
、
博
覧
会
は
連

日
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
博
覧
会
終
了
後
も
、
跡
地
は
天
王
寺
公
園
や
新
世
界

ル
ナ
パ
ー
ク
と
し
て
、
長
ら
く
大
阪
の
名
所
と
な
っ
た
（
大
阪
市
立
図
書
館
イ

メ
ー
ジ
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）。

N
o.0060

は
「
明
治
四
十
年
九
月
京
城
博
覧
会
開
会
式
記
念
」
印
あ
り
。
右
に

伊
藤
博
文
統
監
、
左
に
鶴
原
京
城
博
覧
会
長
の
写
真
。

中
央
下
に
三
越
の
マ
ー
ク
が
あ
る
。

明
治
四
三
年
に
開
催
さ
れ
た
日
英
博
覧
会
は
、
日
本
・
英
国
の
日
英
同
盟
締

結
に
よ
り
、
日
本
の
威
信
を
懸
け
た
明
治
期
最
後
最
大
の
博
覧
会
で
あ
っ
た
。

一
九
一
〇
年
大
日
英
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
日
本
と
日
本
国
民
に
つ
い
て
数
多

く
の
英
国
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

当
時
の
新
聞
は
、「
此
の
博
覧
会
が
日
英
親
交
上
は
勿
論
、
通
商
其
他
に
及
ぼ

す
影
響
に
就
て
は
、（
中
略
）
本
邦
商
品
の
新
販
路
を
開
拓
せ
る
あ
り
」
と
し
て
、

そ
の
経
済
効
果
を
高
く
評
価
し
た
。

N
o.0061

は
平
安
絵
巻
を
模
し
た
な
か
に
、
御
所
車
の
輪
の
中
に
英
国
国
旗
を

あ
し
ら
う
。

N
o.0062

は
襖
張
り
紙
扇
風
に
富
士
と
獅
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
明
治
四
三
年

五
月
十
四
日
、
日
英
博
覧
会
記
念
の
東
京
印
が
あ
る
。
小
豆
色
の
一
円
五
厘
切

手
。
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六五

○
都
市
と
娯
楽
―
演
劇

明
治
末
は
、
西
欧
化
に
よ
る
影
響
で
、
新
し
い
娯
楽
が
生
ま
れ
て
き
た
。
帝

国
劇
場
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
三
月
一
日
、
渋
沢
栄
一
、
大
倉
喜
八
郎
等
の
手

に
よ
り
日
本
初
の
洋
式
劇
場
と
し
て
開
場
さ
れ
た
。
横
河
民
輔
の
設
計
に
よ
る

ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
の
劇
場
で
あ
っ
た
。
収
容
人
員
一
七
〇
〇
席
す
べ
て
が
椅
子

席
で
、
貴
賓
席
の
上
に
は
鳩
の
彫
刻
が
は
ね
を
休
め
、
天
井
に
は
洋
画
家
和
田

英
作
の
描
く
天
女
が
舞
っ
て
い
た
と
い
う
。
後
に
「
今
日
は
帝
劇
、
明
日
は
三

越
」
と
い
う
宣
伝
コ
ピ
ー
が
作
ら
れ
た
く
ら
い
に
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
を

象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
人
音
楽
家
ロ
ー
シ
ー
を
招
い
て
オ
ペ
ラ

を
上
演
し
た
ほ
か
、
歌
舞
伎
劇
や
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
な
ど
が
上
演
さ
れ
た
。

N
o.0063

は
帝
国
劇
場
全
景
。N

o.0064

は
帝
国
劇
場
入
り
口
正
面
大
理
石
大

柱
。N

o.0065

は
帝
国
劇
場
装
飾
大
天
井
。N

o.0066

は
帝
国
劇
場
貴
賓
席
及
び

一
〜
四
等
席
を
望
む
。N

o.0067

は
帝
国
劇
場
貴
賓
席
。N

o.0068

は
帝
国
劇
場
、

二
階
食
堂
前
の
装
飾
。

N
o
.0
0
6
9

は
新
狂
言
「
按
針
」
。N

o
.0
0
7
0

は
、
船
大
工
内
裏
手
の
場
。

N
o.0071

は
「
按
針
」
ケ
ン
ト
州
シ
エ
リ
ン
ハ
ム
自
宅
の
場
。N

o.0072

は
新
狂

言
「
一
條
大
蔵
卿
」
大
蔵
館
曲
舞
の
場
。

N
o.0073

も
「
一
條
大
蔵
卿
」。N

o.0074

は
「
母
」。
い
ず
れ
も
銀
座
上
方
屋

製
。

○
学
校
の
興
隆
―
学
校

新
し
い
日
本
国
の
基
盤
を
固
め
た
も
の
は
、
明
治
以
降
に
進
め
ら
れ
た
教
養

主
義
的
な
「
教
育
」
の
あ
り
方
で
あ
る
。
男
子
の
た
め
の
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、

女
子
教
育
の
た
め
の
学
校
も
作
ら
れ
、
各
種
職
能
学
校
も
で
き
た
。「
教
育
」
が

国
を
内
側
か
ら
支
え
た
の
で
あ
る
。

女
学
校
は
、
明
治
三
二
年
に
「
高
等
女
学
校
令
」
が
公
布
さ
れ
て
男
子
中
学

校
と
ほ
ぼ
同
格
と
さ
れ
、
幅
広
い
教
養
科
目
が
設
け
ら
れ
た
。
三
十
年
代
後
半

に
は
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
日
本
女
子
大
や
女
子
英
学
塾
（
現
・
津
田
塾
）

な
ど
も
創
設
さ
れ
た
。

N
o.0075

は
、
大
分
女
学
校
校
舎
。
左
上
に
「
皇
太
子
殿
下
行
啓
記
念
樹
」
の

写
真
。
右
上
に
記
念
印
。
左
下
に
は
梅
形
の
中
央
に
「
女
」
の
校
章
。N

o.0076

は
、
大
分
高
等
女
学
校
創
立
十
周
年
記
念
絵
葉
書
の
外
袋
。N

o.0077

は
、「
な

ぎ
な
た
」
に
励
む
女
学
生
の
写
真
（
長
刀
体
操
）。
左
下
に
図
書
室
の
風
景
写
真
。

左
上
に
「
大
分
高
等
女
学
校
創
立
十
周
年
記
念
」
印
。

大
分
高
等
女
学
校
は
、
現
在
の
大
分
上
野
丘
高
校
。
昭
和
二
三
年
に
大
分
県

立
大
分
中
学
校
、
大
分
県
立
第
一
高
等
女
学
校
、
大
分
県
立
第
二
高
等
女
学
校
、

大
分
県
立
碩
南
中
学
校
を
廃
止
し
、
前
三
者
を
全
日
制
、
第
四
者
を
定
時
制

（
夜
間
）
と
し
て
統
合
し
、
新
た
に
大
分
県
立
大
分
第
一
高
等
学
校
を
設
置
し
た
。

昭
和
二
六
年
に
現
校
名
に
改
称
。
大
分
高
等
女
学
校
は
明
治
三
三
年
に
大
分
県

立
第
一
高
等
女
学
校
と
し
て
開
設
さ
れ
、
明
治
四
十
年
に
大
分
県
立
大
分
高
等

女
学
校
と
改
称
、
女
子
師
範
学
校
併
置
し
た
。
明
治
四
四
年
に
女
子
師
範
学
校
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六九

を
分
離
。
昭
和
五
年
に
大
分
県
立
第
一
高
等
女
学
校
と
改
称
し
た
（
大
分
上
野

丘
高
校
の
あ
ゆ
み
）。

N
o.0078

は
、「
魔
風
恋
風
」
よ
り
「
高
麗
蔵
に
よ
る
東
吾
」。
春
陽
堂
製
造
。

「
再
版
」
と
あ
る
。

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
四
月
九
日
、
明
治
座
で
江
見
水
蔭
の
小
説
『
兜

の
星
影
』
を
演
じ
た
の
を
、
春
陽
堂
が
場
面
の
写
真
を
と
り
絵
葉
書
に
し
て
売

り
出
し
た
。
明
治
座
の
絵
葉
書
を
売
り
出
し
た
は
じ
め
。『
魔
風
恋
風
』
は
、
小

杉
天
外
の
小
説
で
全
二
冊
。
才
媛
の
女
子
学
生
初
野
を
中
心
に
、
そ
の
崇
拝
者

で
あ
る
純
情
可
憐
の
子
爵
令
嬢
芳
江
、
芳
江
の
許
婚
の
東
大
生
東
吾
、
初
野
に

野
心
を
も
つ
才
子
の
美
術
家
殿
井
な
ど
当
時
の
男
女
学
生
の
尖
端
的
風
俗
と
生

態
を
描
き
つ
つ
、
恋
愛
、
背
信
、
死
な
ど
劇
的
事
件
を
か
ら
ま
せ
て
い
る
。
明

治
三
六
年
「
読
売
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
、
新
聞
小
説
界
に
画
期
的
な
好
評
を
博

し
た
天
外
の
も
っ
と
も
有
名
な
作
品
で
あ
る
（
岩
波
ブ
ッ
ク
サ
ー
チ
ャ
ー
「
魔

風
恋
風
　
全
２
冊
」
解
説
）。

女
性
の
た
め
の
高
等
教
育
の
整
備
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
「
女
学
生
」
は
、
解

放
の
時
代
を
象
徴
す
る
一
方
で
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
イ
を
攻
撃
す
る
パ
ッ
シ
ン

グ
の
言
説
に
さ
ら
さ
れ
た
。『
魔
風
恋
風
』
は
、「
女
学
生
の
堕
落
」
を
自
明
の

前
提
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
菅
聡
子

「
描
く
女
性
／
描
か
れ
る
女
性
」）。

N
o.0079

は
女
学
校
運
動
会
「
姫
獅
子
」。
左
下
に
滑
稽
新
聞
社
発
行
。

宮
武
外
骨
（
一
八
六
七
〜
一
九
五
五
年
）
の
代
表
的
な
雑
誌
『
滑
稽
新
聞
』

は
、
東
京
で
の
雑
誌
刊
行
に
失
敗
し
た
外
骨
が
再
起
を
賭
け
て
大
阪
で
刊
行
し

た
も
の
。
そ
の
内
容
は
、
腐
敗
し
た
権
力
、
こ
れ
に
こ
び
る
マ
ス
コ
ミ
、
戦
争

に
沸
く
庶
民
へ
の
風
刺
で
あ
っ
た
。

大
阪
の
風
土
に
合
っ
た
の
か
、『
滑
稽
新
聞
』
は
売
上
を
伸
ば
し
、
外
骨
の
発

行
し
た
雑
誌
の
中
で
も
最
高
の
八
万
部
を
誇
る
に
い
た
る
。
日
露
戦
争
開
戦
直

後
に
発
行
し
た
第
六
六
号
（
明
治
三
七
年
二
月
十
五
日
号
）
に
、
外
骨
は
次
の

文
章
を
掲
げ
て
い
る
（
句
読
点
を
補
っ
た
）。

▲

我
社
の
宣
言
　
滑
稽
新
聞
社
　
戦
争
は
平
和
を
主
義
と
す
る
国
家
の
な
す

べ
き
事
に
非
ず
。
然
れ
ど
も
已
む
を
得
ざ
る
に
於
て
は
已
む
を
得
ざ
る
な
り
。

茲
に
於
て
初
め
て
正
当
防
禦
の
語
あ
り
。
先
輩
曰
く
戦
争
は
野
蛮
な
り
、
戦
争

は
非
義
な
り
、
文
明
の
仇
敵
と
罵
つ
て
、
砲
火
相
交
ゆ
る
が
如
き
は
矛
盾
の
最

も
大
な
る
も
の
、
正
義
の
軍
旅
と
叫
ん
で
干
戈
相
闘
ふ
が
如
き
は
、
ホ
コ
ト
ン

の
最
も
甚
だ
し
き
も
の
と
宜
な
り
。
矛
盾
は
野
蛮
の
武
器
、
ホ
コ
ト
ン
は
非
義

の
極
点
。
然
る
に
我
滑
稽
新
聞
社
は
国
家
の
正
当
防
禦
と
し
て
、
次
号
以
下
毎

回
野
蛮
な
る
戦
争
を
骨
子
と
し
、
此
非
義
な
る
戦
争
を
皮
肉
と
し
て
大
に
滑
稽

を
利
用
せ
ん
と
欲
す
。
故
に
曰
く
、
戦
争
は
滑
稽
な
り
、
滑
稽
の
妙
は
矛
盾
ホ

コ
ト
ン
に
あ
り
と
。
是
れ
我
滑
稽
新
聞
社
が
大
に
野
蛮
非
義
た
ら
ん
と
欲
す
る

所
以
な
り
（
古
書
の
森
日
記
）。

滑
稽
新
聞
社
の
「
絵
葉
書
世
界
」
は
、
英
国
で
も
復
刻
発
売
さ
れ
て
い
る
。

毒
を
含
ん
だ
明
治
パ
ロ
デ
ィ
精
神
の
真
骨
頂
で
あ
る
。

N
o.0080

は
、
石
川
県
立
金
沢
工
業
学
校
運
動
会
。
一
九
〇
七
年
の
記
念
印
が

あ
る
。

石
川
県
立
工
業
高
等
学
校
は
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
年
）
創
立
で
、
日
本
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七一

で
も
最
も
歴
史
の
あ
る
工
業
高
等
学
校
で
あ
る
。
創
立
者
納
富
介
次
郎
は
九
州

佐
賀
藩
士
で
、「
現
場
に
働
く
技
術
者
の
教
育
が
第
一
で
あ
る
」
と
の
建
学
の
志

の
も
と
、
明
治
政
府
の
命
で
石
川
県
金
沢
の
地
に
本
校
の
前
進
で
あ
る
、「
金
沢

工
業
学
校
」
を
創
立
し
、
そ
の
後
、
富
山
県
高
岡
に
現
「
富
山
県
立
高
岡
工
芸

高
等
学
校
」、
四
国
の
香
川
県
に
現
「
香
川
県
立
高
松
工
芸
高
等
学
校
」、
九
州

佐
賀
県
「
佐
賀
県
立
有
田
工
業
高
等
学
校
」
を
作
っ
た
。
創
立
者
を
同
じ
く
す

る
こ
の
四
校
は
、
姉
妹
校
と
し
て
現
在
で
も
交
流
を
深
め
て
い
る
（
石
川
県
立

工
業
高
等
学
校H

P

）。

N
o.0081

は
、
共
立
女
子
職
業
学
校
。
鳩
山
春
子
、
宮
川
保
全
氏
と
共
に
創
立

し
た
。
現
在
の
学
校
法
人
共
立
女
子
学
園
（
共
立
女
子
学
園H
P

）。

N
o.0082

は
、
東
京
高
等
工
業
学
校
校
歌
。
東
京
高
等
工
業
学
校
は
、
明
治
十

四
年
に
東
京
職
工
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
、
同
二
三
年
に
東
京
工
業
学
校
と
改

称
、
つ
い
で
同
三
四
年
に
東
京
高
等
工
業
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
昭
和
四
年
に

東
京
工
業
大
学
へ
昇
格
（
東
京
工
業
大
学H
P

）。

N
o.0083

は
早
稲
田
大
学
。
総
長
大
隈
重
信
と
学
長
高
田
早
苗
。
右
下
に

「Y
.T
.

」
と
し
る
す
。

高
田
早
苗
（
安
政
七
年
三
月
十
四
日
（
一
八
六
〇
年
四
月
四
日
）
〜
昭
和
十

三
年
（
一
九
三
七
年
）
十
二
月
三
日
）
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
政
治
家
、

政
治
学
者
、
教
育
者
、
文
芸
批
評
家
。
衆
議
院
議
員
、
貴
族
院
議
員
、
早
稲
田

大
学
総
長
、
文
部
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
た
。
号
は
半
峰
。
江
戸
・
深
川
（
現
在

の
東
京
都
江
東
区
）
に
生
ま
れ
る
。
明
治
十
五
年
東
京
大
学
文
学
部
政
治
学
科

と
理
財
科
を
卒
業
後
、
法
学
者
の
小
野
梓
に
従
っ
て
大
隈
重
信
の
立
憲
改
進
党

結
党
に
参
加
す
る
。
ま
た
、
大
隈
と
と
も
に
東
京
専
門
学
校
（
現
在
の
早
稲
田

大
学
）
の
設
立
に
も
参
加
し
東
京
専
門
学
校
評
議
員
・
講
師
と
な
り
、
早
稲
田

の
経
営
に
力
を
注
い
だ
。
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
年
）
早
稲
田
大
学
学
長
。

大
正
十
年
（
一
九
二
一
年
）
か
ら
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
年
）
ま
で
同
大
総
長

と
な
っ
た
。

N
o.0084

は
、
早
稲
田
大
学
創
立
二
五
周
年
記
念
。
明
治
四
十
年
十
月
二
十
日
。

大
隈
重
信
の
銅
像
除
幕
式
の
あ
と
、
大
隈
邸
で
園
遊
会
が
催
さ
れ
、
校
歌
「
都

の
西
北
」
が
発
表
さ
れ
た
。

校
歌
「
都
の
西
北
」
を
作
詞
し
た
相
馬
御
風
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三

代
に
わ
た
り
抒
情
歌
人
、
詩
人
、
随
筆
家
、
小
説
家
、
自
然
主
義
評
論
家
、
作

詞
家
と
、
文
芸
全
般
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
。
明
治
四
十
年
の
早
稲
田
大
学
創

立
二
五
周
年
に
際
し
、
大
学
や
恩
師
に
委
嘱
さ
れ
て
作
詞
し
た
校
歌
「
都
の
西

北
」
は
不
朽
の
名
作
と
し
て
今
も
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。
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七二

No.0084

No.0083

学 校 の 興 隆 - 早 稲 田  

No.0080

No.0081

No.0082



七三

《
参
考
文
献
》

・
原
武
史
『
大
正
天
皇
』（
朝
日
選
書663

、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

・
菅
聡
子
「
描
く
女
性
／
描
か
れ
る
女
性
」（
小
風
秀
雅
編
『
日
本
の
時
代
史
23

ア
ジ
ア

の
帝
国
国
家
』
所
収
、（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）

・
朝
倉
治
彦
・
稲
村
徹
元
編
『
新
装
版
　
明
治
世
相
編
年
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
平
成
九

年
）

・
宮
地
正
人
監
修
『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ワ
イ
ド
明
治
時
代
館
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
五
年
）

・
白
井
勝
美
、
他
編
集
『
日
本
近
現
代
人
名
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）

・
『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）

・
フ
リ
ー
百
科
事
典
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（W

ikipedia

）』

h
ttp
://ja.w

ik
ip
ed
ia.org

/w
ik
i/%
E
3%
83%
A
1%
E
3%
82%
A
4%
E
3%
83%
B
3%
E
3%

83%
9A
%
E
3%
83%
B
C
%
E
3%
82%
B
8

・
大
阪
市
立
図
書
館
イ
メ
ー
ジ
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

http://w
w
w
.om
l.city.osaka.jp/im

age/them
es/them

e111.htm
l

。

・
愛
知
県
図
書
館
　
郷
土
資
料
展
　
愛
知
の
博
覧
会
　

http://w
w
w
.aichi-pref-library.jp/chiki/jyousetsu_8.htm

l

・
大
分
上
野
丘
高
校
の
あ
ゆ
み

http://oitauenogaoka-h.oita-ed.jp/history.htm
l

・
岩
波
ブ
ッ
ク
サ
ー
チ
ャ
ー

http://w
w
w
.iw
anam

i.co.jp/.B
O
O
K
S/31/9/311141+

.htm
l

・
古
書
の
森
日
記

b
y
H
isak
o

「2005

年
８
月
３
日
　
百
年
前
の
事
件
（
11
）

―
『
滑

稽
新
聞
』（
明
治
37
年
７
月
５
日
号
）」

http://blog.livedoor.jp/hisako9618/archives/29541229.htm
l

・
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
　
第
８
回
大
阪
資
料
・
古
典
籍
室
１
小
展
示
「
宮
武
外
骨
の

大
阪
」

http://w
w
w
.library.pref.osaka.jp/nakato/shotenji/08_gaiko.htm

l

・
石
川
県
立
工
業
高
等
学
校H

P

http://w
w
w
.ishikaw

a-c.ed.jp/̃kenkoh/annai/index.htm
l

・
東
京
工
業
大
学H
P

「
沿
革
・
歴
史
」

http://w
w
w
.titech.ac.jp/about-titech/j/origins-j.htm

l

・
共
立
女
子
学
園H

P

http://w
w
w
.kyoritsu-w

u.ac.jp/gaiyo2.htm
l

※
本
文
中
、
辞
典
等
を
参
照
し
た
場
合
は
特
に
断
ら
な
か
っ
た
。
な
お
、
本
稿
は
、
平
成

十
八
年
度
帝
塚
山
学
院
大
学
学
内
研
究
費
助
成
「
明
治
未
年
の
社
会
風
俗
研
究
」
の
成

果
の
一
部
で
あ
る
。
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